
そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市
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AMP2020開催日程決定、農業委員等募集  ほか

楯岡高校跡地利活用リノベーションコンペ『マインクラフト大会in村山』

＜2月16日　甑葉プラザ＞ 11ページでも紹介しています。
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東京オリンピックまで  あと131日
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特集　ROSE CAMP2020  日程を決定しました

期日 内容 会場

7月15日(水) ブルガリア選手団、日本着

16日(木) 村山市着、トレーニング開始

村山市民体育館

17日(金)～29日(水) トレーニング（休暇日を含む）

30日(木)
公開演技会
※チケット販売など詳細は、市民の友5月1日

号でお知らせします。

31日(金) 移動日

8月  1日(土)～6日(木) 千葉県市川市、選手村に滞在

7日(金)

東京オリンピック
新体操競技

個人総合予選
有明体操競技場（東京都）

※甑葉プラザでは、パブリックビュー

イングを実施します。

8日(土)
団体総合予選

個人総合決勝

9日(日) 団体総合決勝

10日(月・祝日) 凱旋パレード JR村山駅から甑葉プラザの区間

11日(火)、12日(水) 市民交流、村山市を出発

13日(木)、14日(金) 千葉県市川市と交流

15日(土) ブルガリア共和国へ帰国

がんばれ！ブルガリア新体操ナショナルチーム

R
ロ　ー　ズ

OSE C
キャンプ

AMP2020
 日程を決定しました
　東京オリンピックに向けたブルガリア新体操ナショナルチームの事前合宿

「ROSE CAMP」の開催委員会（会長・志布市長）が1月23日に開かれ、ROSE 

CAMP2020 の開催を決定しました。4回目の実施となる今年のキャンプは、東

京オリンピック新体操競技日程を含む、7月15日から8月15日となります。

　公開演技会のほか、東京オリンピック新体操競技終了後の凱
がいせん

旋パレードな

ども予定しています。皆さん、ブルガリア新体操ナショナルチームを応援しま

しょう。

ROSE CAMP2020スケジュール

　市は、ROSE CAMPパートナー企業である東武トップツアーズと

協力し、市民およびゴールデンガールズファンクラブ会員等を対象

とした観戦チケット付き1泊3日の応援バスツアーを企画しています。

　詳細は、市民の友3月15日号でお知らせします。

東京オリンピック

ブルガリア新体操応援ツアーを企画しています
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特集　ホストタウン情報局

■問合せ・申込み／

東京オリンピック・パラリンピック交流課  ☎内線361

ホストタウン情報局

　1月30日、山形県の聖火ランナーが発表され、本

市からは庄司柚香さんが選ばれました。

東京オリンピック聖火ランナー

楯岡中学校 2 年の庄司柚香さんに決定

　みんなで東京五輪音頭2020を踊ってみません

か。聖火リレーアトラクションに申し込んだ方はも

ちろん、「この機会にぜひ、覚えたい」という方も

大歓迎です。

　参加を希望する方は、3月12日(木)までお申し込

みください。参加無料。

東京五輪音頭 2020

 練習会を実施します

庄司　柚香さん

(楯岡中学校2年)

　庄司さんは、6月8日(月)に村山市内のコースを走

ります。東京オリンピック聖火リレーのルート詳細

は、市民の友2月1日号をご覧ください。

練習会場・講師・時間・期日
・楯岡地域市民センター

講師：民舞楽友会

午後7時～8時30分

3月17日(火)、4月21日(火)、5月19日(火)、26日(火)

・JR村山駅東口石川兄弟商会ビル

講師：日本舞踊若二三会

昼の部：午後2時～4時、夜の部：午後6時～8時

3月16日(月)、4月9日(木)、27日(月)、5月14日(木)

　東京オリンピックも近づき、村山市ではブルガリ

ア新体操チームの応援を強化しています。

　これまでスタッフポロシャツとして使用してい

た「ROSE CAMP応援ポロシャツ」を一般販売しま

す。皆さんこの機会にお買い求めください。

注文期間　3月2日(月)～25日(水)

価格　　　SS、S、M、L、LL…2,600円

3L、4L…2,700円

※申込みは市観光物産協会まで  ☎(53)1351

ROSE CAMP 応援ポロシャツを

 販売します

　1964年聖火リレーの記念品を集め、市役所市民

ホールで記念展示会を行います。ユニホームやパン

フレット、はちまきなど記念品をお持ちで展示会に

ご協力いただける方を募集しています。

展示（借用）期間　3月26日(木)～6月19日(金)

募集期間　　　　　3月  2日(月)～19日(木)

1964 年聖火リレーのユニホームなど

 記念品を探しています

日時　3月28日(土)　午前11時～正午

会場　農村環境改善センター

内容　ブルガリア語での新体操応援フレーズ、

ブルガリア国歌の発音と意味、

最新のブルガリア新体操チームの動向など

参加費　無料

申込期限　3月25日(水)　先着30名

講師　ヤンコ・ポポフ先生（ナショナルチーム専属通訳）

ブルガリア語講座

　選ばれるとは思って

いなかったので驚きま

した。一生に一度しか

ないと思うので、市民

皆 さ ん の 想
おも

い を 持 っ

て、しっかりと走りた

いです。
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■募集人数　18名　　　　　■報酬　月額34,000円＋能率給（活動実績に応じて加算）

■業務内容　①毎月の総会に出席して、農地法などの規定による農地に関する許認可の案件について審議する。

②現地調査を行う。

③農地等の利用の最適化の推進（農地の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参

入の促進）に関することを行う。

■応募資格

①農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項、その他の農業委員会の所掌事務

に属する事項に関しその職務を適切に行うことができる者。ただし、次の者は除く。

　ア．破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者

　イ．禁錮刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、または受けることがなくなるまでの者

　ウ．村山市の職員および兼職が禁止されている村山市が設置するほかの附属機関等の委員

②自薦他薦は問わない。推薦の場合は、３人以上の推薦者が必要。

　※団体・組織の推薦は代表者１人のみで可。
■委員の構成要件

①法律の規定で、認定農業者が過半数を占め、利害関係を有しない者を登用する必要があります。

②年齢、性別に著しい偏りが生じないよう配慮しなければなりません。

農業委員

■募集人数　8名　　　　　■報酬　月額17,000円＋能率給（活動実績に応じて加算）

■業務内容

①会長が出席要請する場合を除き、毎月の総会に出席する必要はないが、担当地域の案件について出席して意

見を述べることができる。

②市内8地域の中から1地域の担当地域をもち、優良農地の確保と農地の有効利用のための実践活動を行う。

■応募資格

①担当地域において、農地等の利用の最適化の推進活動に熱意と識見を有し、農業委員と連携を図った取

り組みができる者。ただし、農業委員の応募資格の①ア、イ、ウの者を除く。

②自薦他薦は問わない。推薦の場合は、３人以上の推薦者が必要。

　※団体・組織の推薦は代表者１人のみで可。

農地利用最適化推進委員

■募集期間　3月17日(火)～4月13日(月)必着

■申込方法　申込用紙に必要事項を記入し、直接お持ちいただくか郵送で農業委員会事務局へ提出し

てください。

　　　　　　※申込用紙は、農業委員会事務局で配付するほか、3月1日以降は市ホームページからダ

　　　　　　　ウンロードすることもできます。

■任　　期　令和2年7月20日～令和5年7月19日（3年間）

農業委員と
農地利用最適化推進委員を募集します

■問合せ／農業委員会事務局  ☎内線260
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1.農作業賃金（実労働8時間）

(1)上記賃金は標準を示すものです。作業の種類によ

る差額については両者で協議して決めてください。

(2)下表にない作業、その他危険作業の場合は、一般

農作業賃金に増額することができます。

・賃借、売買などの諸手続きは毎月25日が締切

　(土曜・日曜日・祝日の場合は直前の平日)です。

・農地を農地以外にするときは、許可が必要です。

・農地に関する相談は、地域の農業委員または農

　地利用最適化推進委員、農業委員会事務局にご

　相談ください。

3.地域ごと農地の賃借料情報（10アールあたり）

部門別
締結(公告)
された地域

平均額 最高額 最低額 データ数

田(水稲)の部

楯 岡 7,000円 7,900円 2,000円 82

西 郷 7,400円 11,400円 2,300円 93

大 倉 6,900円 12,000円 2,500円 53

大 久 保 8,700円 12,000円 3,800円 92

冨 本 8,400円 12,000円 5,500円 89

戸 沢 7,100円 12,000円 3,300円 115

袖 崎 6,800円 10,000円 2,000円 37

大 高 根 6,800円 10,000円 3,100円 64

(参考)市平均 7,300円 625

畑(普通畑)の部 村 山 市 全 体 4,600円 6,000円 2,000円 21

2.機械利用料標準
作業種目 単位 金額 備考

田 耕 う ん 10アール 7,100円

代 か き 〃 9,900円

畑 耕 う ん 〃 6,800円 2回耕うんは3,100円加算

田 植 〃 7,500円
側条施肥は1,500円加算、箱施用薬
剤散布料は500円加算、肥料代別途

育 苗 1箱 750円 種子代含む

コ ン バ イ ン 10アール 29,500円
刈取17,200円、もみ運搬1,000円、
生もみ乾燥11,300円

仕 上 げ 乾 燥 60キログラム 740円

もみすり調整 〃 730円

ス ピ ー ド
スプレヤー防除

100リットル 1,120円 薬剤は委託者持ち

動 力 噴 霧
器 防 除

100リットル 690円 薬剤は委託者持ち

畔
くろ

塗 1メートル 50円 片側機械ぬり

畦
あぜ

草 刈 1時間 1,600円 刈払機械損料・燃料代含む

※昨年中に締結（公告）さ

れた賃貸借の集計結果に

基づくもので、データ数

は集計に用いた筆数です。

※賃借料平均値の上下70％

を超えるものは集計から

除き、100円未満は切り

捨てています。

※賃借料は左の表を参考に

当事者間での話し合いで

決めてください。　

※この作業賃金・利用料標

準は4月1日から適用さ

れます。

※基盤整備された農地での

作業とします。

※特殊なもの、湿田などで

作業が不便なものは両者

で協議のうえ決定し、実

施してください。

一般農作業　6,800円

令和2年度 農作業賃金、機械利用料標準、
 農地賃借料情報のお知らせ

■問合せ／農業委員会事務局　☎内線261
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子育て応援情報 ～交流イベント・講座情報～

表記の説明　　 対 対象　 日 日時　 会 会場　 内 内容　 申 事前申込　 他 その他

どんぐり広場 ☎(57)2429
子育て支援センター

　 ぐんぐん ☎(56)2002
子育て支援センター

ポポーのひろば ☎(53)0901
子育て支援センター

子
育
て
応
援
情
報

日  3月3日(火) 10:30～11:00受付

会  ポポーのひろば

内  未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室

対  市内在住で生後5か月までの親子

日  3月26日(木)　10:00～11:30

会  ポポーのひろば　　　 申  必要

プレ・ファミサポくらぶ
「はじめての足形」

対  子育て家庭の方（妊娠期～幼児期）

日  ①3月10日(火)

　 ②3月20日(金・祝日)　

　 ③3月31日(火)　10:00～11:30

会  ポポーのひろば

内  子育ての個別相談を行います。

利用者支援「そうだん会」

対  未就学児と保護者

日  3月8日(日)　11:00～12:00

　　　　　  　 （開場10:45）

会  甑葉プラザ甑葉ホール　 申  必要

内  音楽家シモシュさんとお友達に

なりましょう。

シモシュとあそぼ！音であそぼ！

対  平成31年3月以降生まれの親子

日  3月13日(金)　10:20～11:30

会  甑葉プラザ2階研修室　 申  必要

内  ママ同士の交流や赤ちゃんとのふ

れあい遊びと読み聞かせをします。

Babyママカフェ

対  ファミサポ会員、ファミサポに関心

のある方(市内在住または市内在勤)

日  3月11日(水)　10:20～12:00

会  甑葉プラザ2階研修室　 申  必要

内  軽食を食べながら会員同士の交

流を深めましょう。

ファミサポくらぶ
「ファミサポ交流会」

対  保育施設等入所前の親子

日  3月10日(火)　10:30～11:00

会  ぐんぐん

内  おしろやま図書室サポーターの

皆さんによる読み聞かせ

ぐんぐんの  えほんの部屋

対  保育施設等入所前の親子

日  3月3日(火)　9:30～11:30

会  戸沢保育園　　　　　

内  戸沢保育園の「ひなまつり」

の見学、遊びの広場、身長・体

重測定、お誕生会、体操、手遊

び、絵本の読み聞かせのほか、

育児相談もできます。

わくわく広場

対  保育施設等入所前の親子

日  3月9日(月)　9:30～11:30

会  甑葉プラザ2階研修室

内  遊びの広場、お誕生会、体操、

手遊び、絵本の読み聞かせ、季

節の工作、おやつの時間のほ

か、育児相談もできます。

ぐんぐんの  出前保育

対  未就学児の親子

日  3月14日(土)　10:00～11:00

会  戸沢地域市民センター

内  親子でスキンシップをとりなが

ら楽しく体を動かしましょう。

　 ボールやビニールシート、フー

プ等を使って遊びます。

他  講師　小野淳子氏

育児講座「おやこたいそう」

対  ひろば利用者

日  3月27日(金)　11:45～12:00

会  ポポーのひろば

他  3月生まれ(3歳まで)のお子さん

のお誕生手形の受付は10:30まで

3月生まれのお誕生会

イベント情報の確認に

子育てアプリが 便利 です

　子育て支援アプリ「すくすく村

山」には、イベントの情報発信の

ほか、予防接種の自動スケジュー

ル管理など、便利な機能がいっぱ

いです。ぜひ、

ご活用ください。

　

↑子育て支援アプリ

対  子育て中の方、おじいちゃん、

おばあちゃんどなたでもどうぞ

日  3月11日(水)　9:50～11:30

会  ふたば大高根保育園

内  にこにこパーティー（プレ卒園

式に招待します）

地域交流の場  じばサロン

対  保育施設等入所前の親子

日  ①3月  2日(月)

　 ②3月19日(木)　10:00～11:30

会  ①ふたば袖崎保育園

　 ②ふたば大高根保育園

内  ①ひな祭り会

②なかよしパーティー（1年を

振り返る交流会）

出前保育  ころころランド

対  小学校入学前の親子

日  3月17日(火)　10:30～11:30

会  ふたば大高根保育園

内  音楽を使った教育「リトミッ

ク」を楽しみましょう。

他  講師　菅野豊美氏

育児講座「親子リトミック」
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て
い
く
た
め
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
障
が
い

者
虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る
通
報
・
届

出
・
相
談
の
対
応
窓
口

平
日　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

福
祉
課
生
活
福
祉
係　
　
　

☎
内
線

146

夜
間
・
休
日
等　
　
　

市
役
所
警
備
室

 
☎

（55）
２
１
１
１

障
害
者
虐
待
防
止
法
を
ご
存
じ
で
す
か

　

西
城
舟
二
と
申
し
ま
す
。
居
合
道
を
中

心
と
し
た
地
域
伝
統
文
化
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が

任
務
で
す
。

　

村
山
市
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
昨
年

の
お
た
め
し
居
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

た
こ
と
で
、
美
し
い
自
然
、
深
い
伝
統
文

化
そ
し
て
温
か
い
市
民
の
方
々
に
ふ
れ
、

移
住
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
を
育
て

て
く
れ
た
東
北
に
対
し
て
の
恩
返
し
に
、

村
山
市
の
地
域
お
こ
し
と
し
て
貢
献
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
昭
和
50
年
生
ま
れ
。
出
身
地
は
宮

城
県
気
仙
沼
市
。
仙
台
市
内
の
大
学
を
卒

業
後
、
東
北
地
方
で
の
就
職
を
希
望
し
ま

し
た
が
、
第
二
希
望
の
東
京
の
就
職
先
に

人
生
修
業
を
兼
ね
て
旅
立
ち
ま
し
た
。
約

10
年
間
勤
務
し
、
そ
の
後
数
種
の
仕
事
を

経
験
し
た
後
、
ビ
ル
の
管
理
を
生
業
に
し

て
き
ま
し
た
。

　

趣
味
は
剣
道
、
読
書
、
散
歩
・
ジ
ョ
ギ

ン
グ
、
そ
し
て
お
酒
を
飲
む
こ
と
で
す
。

剣
道
は
現
在
五
段
を
取
得
し
、
そ
の
事
が

私
の
任
務
で
も
あ
る
居
合
道
Ｐ
Ｒ
を
志
し

た
こ
と
の
動
機
の
一
つ
で
す
。

　

ま
ず
は
、
地
域
に
馴
染
み
、
日
々
の
生

活
を
楽
し
み
な
が
ら
任
務
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て

　

西
城
舟
二
で
す

人
生
の
節
目
に
は
届
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
は
将
来
の
支
え
に
な
り
ま
す

　

就
職
や
退
職
、
結
婚
な
ど
に
よ
り
、

加
入
の
種
別
や
保
険
料
の
納
め
方
が
変

わ
り
ま
す
。

　

そ
の
都
度
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
市
役
所
に
届
出
を

・
60
歳
前
に
会
社
を
辞
め
た
と
き

・
配
偶
者
の
健
康
保
険
の
扶
養
で
な
く

な
っ
た
と
き

・
配
偶
者
の
健
康
保
険
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
方
で
、
配
偶
者
が
65
歳

に
達
し
た
と
き

20
歳
に
な
っ
た
ら
（
す
で
に
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
は
除
く
）

・
日
本
年
金
機
構
よ
り
国
民
年
金
加
入

の
お
知
ら
せ
と
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
年
金
手
帳
は
お
知
ら
せ
と
別

に
届
き
ま
す
の
で
、
将
来
年
金
を
受

け
取
る
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所　

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１　
　

ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係 

☎
内
線

113

～西
さいじょう

城舟
しゅうじ

二隊員の奮闘記～

生

活

福

祉

情

報

国

民

年

金

情

報
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　２月20日、西郷小学校から塩竈市への義援金１万

円が村山市へ寄託されました。この義援金は、同校

の環境委員会が中心となって呼びかけを行い、アル

ミ缶やプルタブを回収して得た収益から贈っている

ものです。平成25年度から実施し、今年で7回目に

なります。

　この日は委員会を代表して６年生の須藤莉子さん

と工藤夢斗さんが市役所を訪れ、「困っている人の

ために使ってほしい」という願いを込めて義援金を

志布市長に手渡しました。

受
賞
者
紹
介
、
義
援
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受賞者のご紹介

総務大臣表彰

　昨年7月21日に執行された参議院議員通常選挙

にかかる総務大臣表彰が行われ、村山市選挙管理

委員会 佐藤毅委員長が受賞しました。選挙事務の

適正な管理執行や投票環境向上などへの顕著な功

績が認められての受賞となります。

佐藤　毅  委員長（楯岡）

　学校保健表彰の授賞式が、昨年11月、さいたま

市で開催され、楯岡中学校（笹原茂隆校長）が文

部科学大臣表彰を受賞しました。

　子どもの夜型の生活やメディアの長時間使用な

どの問題を受け、睡眠習慣改善プログラムの実

施、親子学習会など、生徒、保護者、学校が互い

に協働して生活習慣改善事業に積極的に取り組ん

でいることが評価されての受賞となります。

　楯岡中学校は、昨年度、優良PTAの文部科学大

臣表彰を受賞しており、2年連続での受賞となり

ます。

■学校保健 文部科学大臣表彰　 楯岡中学校

楯岡中学校が文部科学大臣表彰

市長杯争奪新春市民囲碁大会

　市長杯争奪新春市民囲碁大会が1月18日、クアハウ

ス碁点で開催され、市内からは次の方が入賞しました。

■Bクラス

5位　松田　久さん（大久保）

市長杯争奪新春将棋大会

　市長杯争奪新春将棋大会が1月26日、甑葉プラ

ザで開催され、市内からは次の方が入賞しました。

■A級

4位　軽部　稔さん（大久保）

■小中学生初級

4位　森　愛奈さん（楯岡小学校3年）

義援金ありがとうございます

※企業・団体などで実施するボランティア活動や市への寄付など情報を総務課へお寄せください。市報で紹介します。
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むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

市役所市役所

甑葉プラザ甑葉プラザ

Ｒ13

い
も
煮
コ
ロ
ッ
ケ

　
　
　
　
　
　
　 

道
の
駅
む
ら
や
ま

住所：大字楯岡7635-1　　提供時間：午前10時00分～午後6時00分　　電話：(55)7100

次回は、寺崎駅長がお薦めの  ラーメン405（楯岡）を取材します。

　

道
の
駅
む
ら
や
ま
（
寺
崎
隆
駅
長
）

は
、
平
成
10
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
、
道
路
利
用
者
の
た
め
の
休
憩
機
能

や
情
報
発
信
機
能
、
そ
し
て
地
域
の
町

同
士
に
よ
る
連
携
機
能
を
併
せ
持
っ

た
、
市
内
産
業
の
振
興
や
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
の
核
と
な
る
施
設
で
す
。

　

道
の
駅
む
ら
や
ま
が
今
回
紹
介
す
る

メ
ニ
ュ
ー
は
『
い
も
煮
コ
ロ
ッ
ケ
』
で

す
。
こ
れ
は
、
村
山
産
業
高
校
農
業
部

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
班
の
生
徒
が
考

案
し
た
、
山
形
の
郷
土
料
理
「
芋
煮
」

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
コ
ロ
ッ
ケ
で
す
。
生

徒
た
ち
は
、
地
元
で
し
か
食
べ
ら
れ
な

い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
食
べ
物
で
、
ま
た
、

滞
在
時
間
が
短
い
道
の
駅
の
利
用
者
に

も
手
軽
に
郷
土
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
と
、
試
行
を
重
ね
て
誕
生

し
た
一
品
で
す
。

　

芋
煮
の
材
料
を
す
べ
て
練
り
込
ん
だ

具
材
を
ベ
ー
ス
に
、
ペ
ー
ス
ト
状
と
角

切
り
に
し
た
県
産
の
サ
ト
イ
モ
が
入
っ

た
か
わ
い
い
ボ
ー
ル
状
の
コ
ロ
ッ
ケ

で
、
料
理
長
の
柴
田
憲
宏
さ
ん
（
西

郷
）
と
調
理
担
当
の
杉
原
清
子
さ
ん

（
楯
岡
）
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
手
作

り
し
て
い
ま
す
。

　

外
側
は
カ
リ
ッ
と
し
て
、
中
は
サ
ト

イ
モ
独
特
の
粘
り
が
あ
っ
て
と
ろ
け
る

食
感
が
楽
し
め
、
味
は
ま
さ
に
芋
煮
そ

の
も
の
。
衣
と
の
相
性
も
抜
群
で
す
。

道
の
駅
で
は
こ
の
い
も
煮
コ
ロ
ッ
ケ
を

3
年
前
か
ら
提
供
。
毎
年
仙
台
市
で
開

催
さ
れ
る
「
東
北
6
県
道
の
駅
ま
る
ご

と
フ
ェ
ス
タ
」
に
も
出
品
し
大
人
気
の

商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寺
崎
駅
長
は
「
利
用
者
に
と
っ
て
、

い
つ
来
て
も
新
鮮
味
が
あ
り
、
も
う
少

し
い
た
い
と
思
う
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く

り
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

従
業
員
の
方
々
が
、
郷
土
の
味
に
心

を
込
め
た
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
手
作
り
コ

ロ
ッ
ケ
を
ぜ
ひ
、
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。
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ま
ち
の
話
題

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材

し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

　

保
健
課
で
は
、
市
内
在
住
の
男
性
を

対
象
に
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
機
会
づ

く
り
と
し
て
、
料
理
実
習
と
運
動
を

セ
ッ
ト
に
し
た
健
康
講
座
「
男
の
腕
ま

く
り
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
1

月
23
日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
行
っ
た
第
1

回
講
座
に
は
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
昨
年
11
月
に
行
っ
た

「
う
が
い
、
手
洗
い
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
で

健
康
づ
く
り
宣
言
」
を
き
っ
か
け
に
、

（株）
明
治
か
ら
管
理
栄
養
士
の
細
川
里
奈

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
「
ヨ
ー
グ
ル
ト

を
使
っ
て
免
疫
力
ア
ッ
プ
」
を
テ
ー
マ

に
キ
ー
マ
カ
レ
ー
な
ど
の
調
理
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

先生に教わりながら、真剣に調理する参加者の皆さん

男
の
腕
ま
く
り
講
座

　

冨
本
地
域
で
は
、
1
月
25
日
、
ふ
も

と
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
冨
本
地
域
街
づ
く
り
協
議
会

（
大
場
美
喜
男
会
長
）
が
主
催
し
て
い

る
も
の
で
、
今
回
で
11
回
目
と
な
り
ま

す
。
今
年
は
、
雪
不
足
の
中
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

屋
根
か
ら
落
ち
た
雪
な
ど
を
集
め
て
雪

灯
籠
や
雪
像
を
作
り
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
は
、
押
印
所
で
振
る
舞
わ
れ
る
玉

こ
ん
に
ゃ
く
や
コ
ー
ン
ス
ー
プ
な
ど
を

楽
し
み
に
多
く
の
方
が
参
加
。
雪
灯
籠

の
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
、
地
域

内
を
人
々
が
行
き
交
い
ま
し
た
。

ふ
も
と
雪
ま
つ
り

雪像の前で笑顔の子どもたち

　

1
月
22
日
、
楯
岡
小
学
校
で
秘
伝
豆

納
豆
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
楯
岡
小
の
3
年
生
が
、
楯
岡
地
域
で

大
規
模
に
生
産
さ
れ
て
い
る
大
豆
（
秘

伝
豆
）
に
着
目
し
、
楯
岡
営
農
生
産
組

合
の
若
手
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
自
ら
が
栽
培
か
ら
加
工
体
験
に
取

り
組
ん
だ
も
の
で
す
。
6
月
に
種
を
ま
き
、

12
月
に
収
穫
し
た
秘
伝
豆
を
使
っ
て
、

た
も
や
ま
工
房
草
木
庵
の
松
田
節
子
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
講
師
陣
の
指
導
の

も
と
、
協
力
し
な
が
ら
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
醗
酵
さ
せ
、
後
日
完
成
し
た
納

豆
は
学
校
で
試
食
し
た
後
、
各
家
庭
に

持
ち
帰
り
ま
し
た
。

完成した秘伝豆納豆に笑顔の児童

秘
伝
豆
納
豆
づ
く
り
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ま
ち
の
話
題

　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
雪
ま
つ

り
が
、
2
月
8
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

楯
岡
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
雪

ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
石
井
勇
委
員

長
）
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
今
回
で

7
回
目
で
す
。

　

楯
岡
小
学
校
子
ど
も
会
育
成
会
や
食

生
活
改
善
推
進
員
等
関
係
団
体
の
協
力

に
よ
り
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム
や
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
簡
単
ク
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ナ
ー
、
豚
汁
や
わ
た
あ
め
の
振

る
舞
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行

わ
れ
、
楽
し
い
雪
ま
つ
り
と
な
り
ま
し

た
。 楯

岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

雪
ま
つ
り

屋内で楽しめるカローリング

　

２
月
９
日
、
戸
沢
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
で
「
ひ
っ
ぱ
り
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
村
山
戸
沢
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
（
高
橋
春
實
会
長
）

が
主
催
し
、
今
年
で
9
回
目
。
本
場
の

お
い
し
い
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
が
２
０
０

円
で
食
べ
放
題
と
あ
っ
て
、
今
年
も
大

勢
の
方
が
訪
れ
、
納
豆
や
卵
、
サ
バ
の

水
煮
な
ど
の
具
材
を
混
ぜ
、
み
ん
な
で

楽
し
く
ひ
っ
ぱ
り
合
い
、
用
意
し
た

２
０
０
食
の
う
ど
ん
は
完
食
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
年
も
郷
土
料
理
を
楽
し
む

会
の
皆
さ
ん
が
、「
り
ん
ご
き
ん
と
ん
」

な
ど
を
提
供
し
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ひっぱりうどんと郷土料理に大満足の参加者

戸
沢
で
ひ
っ
ぱ
り
ま
つ
り

　

2
月
8
日
、
9
日
に
袖
崎
ほ
っ
と
な

雪
ま
つ
り
が
袖
崎
小
学
校
周
辺
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
袖
崎
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
実
行
委
員
会
（
松
田
利
喜
雄
委
員

長
）
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

そ
で
さ
き
元
気
っ
子
に
よ
る
駄
菓
子

屋
や
洗
心
児
童
ク
ラ
ブ
の
バ
ザ
ー
を
開

催
し
た
ほ
か
、
民
謡
や
ダ
ン
ス
の
披

露
、
文
化
展
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

洗
心
座
第
24
回
公
演
で
は
、
家
族
の
絆

を
テ
ー
マ
に
し
た
笑
い
と
感
動
の
創
作

劇
に
、
来
場
し
た
方
々
は
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
雪
灯
籠

が
地
域
を
優
し
く
照
ら
し
、
打
上
げ
花

火
が
冬
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

洗心座の創作劇「鞦
しゅうせん

韆セレブレーション」

袖
崎
ほ
っ
と
な
雪
ま
つ
り

　

自
由
に
サ
ン
ド
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
で

建
築
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
大

人
気
の
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
「
マ
イ
ン
ク

ラ
フ
ト
」
を
用
い
て
、
旧
楯
岡
高
校
の

利
活
用
案
を
考
え
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
ペ
を
、
2
月
15
日
、
16
日
、
甑
葉

プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
外
の
小
学
4
年
生
か
ら
19
歳
の

短
大
生
ま
で
24
人
が
参
加
。
4
人
1
組

に
な
り
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
自
由

な
発
想
で
校
舎
や
敷
地
を
楽
し
み
な
が

ら
設
計
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
猫
カ

フ
ェ
や
本
屋
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
を

考
え
た
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
大
会

優勝チームによるプレゼンテーションの様子
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お
知
ら
せ

ま
す
。

■
管
轄
の
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン

タ
ー
／
村
山
保
健
所

 

☎
０
２
３（
６
２
７
）１
１
０
０

■
問
合
せ
／
保
健
課 

☎
内
線

136

東
北
中
央
自
動
車
道
東
根
北
～

大
石
田
村
山
間
は
令
和
4
年
開
通

　

2
月
6
日
に
国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
よ
り
、
東
北
中
央
自
動
車
道 

東
根
北
か
ら
大
石
田
村
山
間
（
13
．
4

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
令
和
4
年
内
に
開

通
す
る
見
通
し
で
あ
る
と
公
表
さ
れ
ま

し
た
。

■
問
合
せ
／
建
設
課 

☎
内
線

231

3
月
7
日
は
消
防
記
念
日

ス
ロ
ー
ガ
ン

ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確
認

 

火
の
用
心

　

消
防
団
が
3
月
1
日

（日）
午
前
9
時
に

各
地
域
で
一
斉
放
水
を
行
い
、
7
日

（土）

午
前
7
時
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
消
防
本
部

 

☎
（55）
２
５
１
４

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
の
た
め
の
お
願
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「
Ｃコ

ビ

ッ

ト

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
」
を
含
め
、
呼
吸
器
感
染
症
全
般
の

予
防
に
は
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
と
ア
ル

コ
ー
ル
製
剤
等
に
よ
る
手
指
消
毒
が
効

果
的
で
す
。

　

手
洗
い
の
励
行
の
ほ
か
、
咳
や
く

し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
の
着

用
、
ま
た
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
、
「
帰
国
者
・
接
触
者

相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
を
お
願
い
し

国
民
健
康
保
険
の
異
動
手
続
き
は

14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す

　

対
象
者
の
保
険
証
、
は
ん
こ
、
個
人

番
号
の
ほ
か
に
、
手
続
き
す
る
方
の
身

分
証
明
書
、
世
帯
主
の
個
人
番
号
が
必

要
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
手
続
き
に
必
要

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
限
度
額

認
定
証
、
身 

子 

親

医
療
証
を
所
有
し

て
い
る
方
は
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
理
由

で
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、
生
活
が

一
時
的
に
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
申
請

に
よ
り
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
を

減
額
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
保
健
課 

☎
内
線

135

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　

令
和
2
・
3
年
度
の
所
得
割
率
（
所

得
に
応
じ
て
負
担
分
を
算
定
す
る
際
の

率
）
、
均
等
割
額
（
加
入
者
が
公
平
に

負
担
す
る
額
）
、
賦
課
限
度
額
（
年
間

保
険
料
の
最
高
額
）
、
令
和
2
年
度
均

等
割
額
の
軽
減
特
例
（
変
更
点
の
み
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

こんなとき 追加で必要なもの

国保に
入るとき

他市町村から転入 転出証明書

職場の健康保険をやめた ( 扶養から外れた ) 資格喪失連絡票

子どもが生まれた 母子健康手帳

国保を
やめる
とき

他市町村へ転出 －

職場の健康保険に入った ( 扶養になった ) 職場が発行する保険証

死亡した 死亡を証明する書類

その他の
届け出

修学のため他市町村に住む 在学証明書

修学期間が終わった 職場が発行する保険証

住所、世帯主、氏名が変わった －

保険証の紛失、汚れ 使えなくなった保険証

■保険料率

旧（平成30・31年度） 新（令和2・3年度）

所得割率 8.01％ 8.68％

均等割額 41,100円 43,100円

賦課限度額 62万円 64万円

■均等割額の軽減割合（変更点のみ）

所得要件 旧（令和元年度） 新（令和2年度）

33万円以下 8.5割軽減 7.75割軽減

年金収入のみ
80万円以下

8割軽減 7割軽減
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■防災無線の内容を確認

したいとき　

　☎(53)6644

■火事の発生場所や消火

状況を確認したいとき　

　☎(55)0119

■担当／村山市総務課情報危機管理係

☎内線213

防災行政無線を電話で
聞くことができます　 　住宅の環境や気象条件

により防災行政無線が聞

こえない場合、テレホン

サービスで内容を確認す

ることができます。

※2つのテレホンサービスでは、放

送内容や火事、救助についての自

動録音音声が流れます。

広
告

お
知
ら
せ

・
入
院
時
の
食
事
療
養
費
な
ど

■
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合

　

県
外
の
医
療
機
関
で
は
子
育
て
支
援

医
療
証
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

医
療
機
関
で
支
払
い
を
済
ま
せ
て
か

ら
、
保
健
課
に
医
療
費
の
支
給
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
医
療
費
を

還
付
（
口
座
振
込
）
し
ま
す
。

■
入
院
す
る
場
合

　

各
保
険
者
（
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
）
か

ら
「
限
度
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受

け
、
保
険
証
と
子
育
て
支
援
医
療
証
に

加
え
限
度
額
認
定
証
も
一
緒
に
医
療
機

関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
限
度
額
認

定
証
の
申
請
手
続
き
な
ど
は
、
各
保
険

者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
保
健
課 

☎
内
線

135

必
要
な
も
の　

は
ん
こ
、
お
子
さ
ん
の

保
険
証
、
現
在
お
持
ち
の
医
療
証

■
0
歳
～
小
学
3
年
生
の
医
療
証
（
外

来
・
訪
問
看
護
、
入
院
）

　

誕
生
月
の
月
末
ま
で
に
順
次
新
し
い

医
療
証
を
郵
送
し
ま
す
。

■
小
学
4
年
生
～
中
学
3
年
生
の
医
療
証

・
外
来
・
訪
問
看
護
用
医
療
証
＝
3
月

中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

・
入
院
用
医
療
証
＝
入
院
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

月
の
1
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

※
新
4
年
生
で
入
院
用
医
療
証
が
必
要

な
方
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
全
額
自
己
負
担
と
な
る
ケ
ー
ス

・
保
険
適
用
外
の
医
療
費
（
定
期
健
診
、

予
防
接
種
、
非
紹
介
患
者
初
診
料
な
ど
）

　

保
険
料
率
の
詳
細
は
、
7
月
に
保
険

料
額
決
定
通
知
書
と
と
も
に
送
付
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
／
税
務
課　
　
　

☎
内
線

121

子
育
て
支
援
医
療
制
度

医
療
証
の
交
付
と
手
続
き
方
法

　

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
の
た
め
、
現

在
、
市
で
は
中
学
3
年
生
ま
で
の
お
子

さ
ん
の
医
療
費
が
自
己
負
担
な
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。
4
月
か
ら
使
用
す
る

子
育
て
支
援
医
療
証
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
保
険
証
が
変
わ
っ

た
場
合
は
、
子
育
て
支
援
医
療
証
も
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
保
健
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

学
校
体
育
施
設
利
用
調
整
会
議

　

令
和
2
年
度
に
次
の
小
中
学
校
体
育

館
等
の
利
用
を
希
望
す
る
団
体
に
つ
い

て
、
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
利
用

を
希
望
す
る
方
は
、
施
設
と
会
議
日
程

を
確
認
し
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

施
設
名
・
日
時
・
会
場

■
葉
山
中
学
校
（
体
育
館
、
ピ
ロ
テ
ィ
、

講
堂
）
・
3
月
17
日

（火）
午
後
7
時
～
・

市
民
体
育
館

■
楯
岡
小
学
校
（
大
体
育
館
、
小
体
育

館
）
、
楯
岡
中
学
校
（
体
育
館
、
武
道

場
）
・
3
月
19
日

（木）
午
後
7
時
～
・
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
交
流
課 

☎
内
線

363
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お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線 

定
時
放
送
の
曲
名

期
間　

3
月
1
日

（日）
～
4
月
30
日

（木）

時
間
・
曲
名

正
午　

さ
く
ら

午
後
5
時　

夕
焼
け
小
焼
け

■
問
合
せ
／
総
務
課 
☎
内
線

213

楯
岡
地
域
の
一
部
で

新
た
に
住
居
表
示
を
実
施

　

次
の
地
区
が
3
月
15
日
か
ら
新
し
い

住
居
表
示
に
な
り
ま
す
。
住
所
の
表
し

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
大
字
楯
岡
字
渋
田
の
一
部
に
つ
い
て

　

大
字
楯
岡
〇
〇
〇
番
地
か
ら

　

楯
岡
新
町
五
丁
目
〇
番
〇
号
に
変
更

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

111

広
告
入
り
封
筒
の
提
供
業
者
募
集

　

市
民
環
境
課
な
ど
で
使
用
し
て
い
る

窓
口
用
封
筒
の
無
償
提
供
者
（
広
告

主
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

3
月
2
日

（月）
～
19
日

（木）

応
募
資
格　

市
内
の
事
業
者
な
ど

規
格　

角
2
封
筒
（
白
色
、
古
紙
配
合

の
再
生
紙
を
使
用
し
た
2
色
刷
り
）

枚
数　

１
２
、
０
０
０
枚

使
用
場
所　

市
民
環
境
課
、
各
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
、
甑
葉
プ
ラ
ザ

使
用
期
間

7
月
1
日

（水）
～
令
和
3
年
6
月
30
日

（水）

掲
載
広
告

封
筒
の
裏
と
表
、
そ
れ
ぞ
れ
4
割
の
範

囲
に
広
告
を
掲
載
。
封
筒
の
上
部
に
は

各
種
届
出
に
関
す
る
お
知
ら
せ
事
項
な

ど
を
掲
載
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

110

市
民
行
政
相
談

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま

す
。
相
談
無
料
。
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

3
月
12
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

110

不
動
産
無
料
相
談

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
・
空
き
家
）
に

つ
い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時　

3
月
11
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会 

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

伝
承
館 

DE
フ
レ
ン
チ

　

気
軽
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
教
室
で

す
。
お
店
の
味
に
近
づ
け
る
コ
ツ
を
プ

ロ
が
教
え
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時　

3
月
20
日
（
金
・
祝
日
）
午
前
10
時
～

会
場　

農
村
伝
承
の
家

参
加
費　

２
、
０
０
０
円

定
員　

先
着
20
名

■
問
合
せ
／
農
村
文
化
保
存
伝
承
館

 

☎
（53）
３
２
７
７

ふ
る
さ
と
漬
物
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

　

毎
月
1
回
の
定
例
会
で
、
食
卓
に
欠

か
せ
な
い
「
漬
物
」
を
中
心
に
学
習
、

実
習
を
行
い
ま
す
。

日
時

毎
月
第
3
土
曜
日　

午
後
1
時
30
分
～

会
場　

農
村
伝
承
の
家

年
会
費　

５
、
０
０
０
円

募
集
人
数　

先
着
10
名

活
動
内
容

実
習
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
・
協
力
、
研
修

視
察
、
み
そ
作
り
な
ど

■
問
合
せ
／
農
村
文
化
保
存
伝
承
館 

 

☎
（53）
３
２
７
７

モ
モ
・
ト
マ
ト
の
新
規
栽
培

希
望
者
説
明
会

　

村
山
市
重
点
作
物
と
し
て
認
定
さ
れ

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談

催
し
・
そ
の
他

荒町二丁目荒町二丁目

新町
三丁目
新町
三丁目

笛田
四丁目
笛田
四丁目

北村山
地域振興局

ダイユー
エイト
村山店

ヤマザワ
村山店

しまむら
村山店 ・変更前

　大字楯岡字渋田
・変更後
　楯岡新町五丁目

楯岡地域

※一部の道路を省略しています。
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広
告

広
告

お
知
ら
せ

対
象

令
和
2
年
度
に
看
護
師
を
養
成
す
る
学

校
に
入
学
予
定
、
ま
た
は
在
学
し
て
い

る
方
で
、
卒
業
後
、
直
ち
に
北
村
山
公

立
病
院
に
勤
務
を
希
望
す
る
方

貸
与
額　

月
額
６
０
、
０
０
０
円
以
内

（
規
定
期
間
勤
務
す
る
こ
と
に
よ
り
返

済
を
免
除
し
ま
す
）

選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

申
請
方
法　

申
込
用
紙
は
病
院
で
配
布

す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

申
込
期
限　

第
１
回
締
切
4
月
30
日

（木）
、

第
２
回
締
切
７
月
31
日

（金）
、
最
終
締
切

10
月
28
日

（水）

■
問
合
せ
／
北
村
山
公
立
病
院
経
営
管

理
課
（
安
達
） 
☎

（42）
２
１
１
１

た
モ
モ
・
ト
マ
ト
を
新
規
で
栽
培
希
望

す
る
方
を
対
象
に
し
た
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
費
無
料
。
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

3
月
15
日

（日）

　
　
　

午
後
5
時
～
6
時
30
分

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ　

会
議
室

■
問
合
せ
／
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

村
山
営
農
セ
ン
タ
ー 

☎
（55）
６
３
１
３

北
村
山
公
立
病
院

修
学
資
金
貸
与
制
度

　

看
護
師
と
し
て
北
村
山
公
立
病
院
で

勤
務
を
希
望
す
る
方
の
修
学
を
支
援
し

ま
す
。

募
集
人
数　

看
護
師
5
名

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
21
回
芸
能
発
表
会

　

市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
歌
や
踊

り
を
披
露
し
ま
す
。

　

入
場
無
料
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　

3
月
14
日

（土）　

午
後
1
時
～

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
／
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

☎
（52）
０
３
２
１

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
セ
ン
タ
ー
が
行
う
主
な
業
務

・
庭
木
等
の
せ
ん
定
、
枝
切
り
、
草
取
り

・
施
設
、
家
屋
の
管
理
清
掃

・
バ
ス
等
の
自
動
車
運
転
、
配
達
業
務

・
賞
状
・
宛
名
書
き

・
高
齢
者
宅
の
ご
み
出
し
、
清
掃
な
ど

の
家
事
、
生
活
支
援

■
入
会
説
明
会

日
時　

毎
月
第
3
月
曜
日

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

会
場　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

　

企
業
や
家
庭
か
ら
の
業
務
依
頼
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー 

☎
（55）
３
４
４
３
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お
知
ら
せ

※
非
会
員
は
３
、
０
０
０
円
増
し

申
込
期
限　

4
月
2
日

（木）

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
村
山
労
働
基
準

協
会 

☎
（53）
２
６
６
４

■
葉
山
中
学
校
へ

同
校
協
力
会
が
デ
ジ
タ
イ
マ
2
台
、
デ

ジ
タ
イ
マ
用
ケ
ー
ブ
ル
1
本
、
デ
ジ
タ

イ
マ
用
ケ
ー
ブ
ル
リ
ー
ル
1
個
、
サ
ッ

カ
ー
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
1
組
、
ワ
ン
タ
ッ

チ
テ
ン
ト
２
張
、
卓
球
台
1
台
、
室
内

練
習
用
助
走
路
1
枚
、
祝
勝
垂
れ
幕
6

枚3
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
が
開
幕

し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
・
対
戦
相
手

14
日

（土）
午
後
2
時
～

 

レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ

18
日

（水）
午
後
7
時
～

 

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

Ａ
Ｔ
Ａ
夢
婚
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

山
形
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
://y

a
m

a
g
a
ta

w
ed

d
in

g
.

co
m

/

）か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
／
山
形
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
協
議

会
事
務
局

 

☎
０
２
３（
６
７
２
）０
３
３
０

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

3
月
の
訓
練
予
定

練
成
訓
練
＝
3
日

（火）
、
4
日

（水）

大
雪
撤
収
作
業
＝
19
日

（木）

離
着
陸
訓
練
＝
2
日

（月）
～
31
日

（火）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地

 

☎
（48）
１
１
５
１

雇
入
時
（
新
入
者
）

安
全
衛
生
教
育
講
習
会

日
時　

4
月
16
日

（木）

　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

会
場　

市
民
会
館

受
講
料

８
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
消
費

税
含
む
、
昼
食
は
各
自
対
応
）

日
本
一
美
酒
県 

山
形
フ
ェ
ア

　

県
内
52
の
酒
造
と
15
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

が
大
集
合
し
ま
す
。

　

県
内
の
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
を
は
じ
め

と
し
た
県
産
酒
の
試
飲
・
販
売
、
お
酒

に
あ
う
山
形
な
ら
で
は
の
食
べ
物
や
工

芸
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
日

本
酒
・
ワ
イ
ン
の
試
飲
に
は
チ
ケ
ッ
ト

（
前
売
券
２
、
０
０
０
円
）
が
必
要
で

す
。
詳
細
は
「
日
本
一
美
酒
県　

山

形
」
で
ご
検
索
く
だ
さ
い
。

日
時

3
月
21
日

（土）　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
　

22
日

（日）　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

■
問
合
せ
／
「
日
本
一
美
酒
県 

山
形
」

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

 

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
５
４
２

山
形
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
協
議
会

夢
婚
の
お
知
ら
せ

　

山
形
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
協
議
会
で
は
、

県
内
在
住
で
、
ま
だ
結
婚
式
を
挙
げ
い

て
い
な
い
夫
婦
へ
、
二
人
が
希
望
す
る

挙
式
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ

市
郷
土
史
研
究
会
講
演
会

　

入
場
無
料
。
ど
な
た
で
も
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　

3
月
7
日

（土）
午
後
1
時
30
分
～

会
場　

西
郷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

講
演
内
容
・
講
師

①
「
切
通
し
湯
殿
山
石
碑
に
思
う
」

　
　

齋
藤
弘
治
氏
（
楯
岡
）

②
「
最
上
川
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
の
棚
網
漁

法
に
つ
い
て
」

　
　

齋
藤　

進
氏
（
楯
岡
）

■
問
合
せ
／
西
郷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

 

☎
（55）
２
４
１
６

第
6
回
ラ
タ
ン
作
品
展
示
会

　

植
物
の
つ
る
で
編
ん
だ
工
芸
品
の
展

示
会
で
す
。
入
場
無
料
。
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

3
月
14
日

（土）　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
　

15
日

（日）　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

会
場　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
研
修
室

■
問
合
せ
／
ラ
タ
ン
愛
好
会
あ
け
び

（
喜
早
）
☎
０
９
０（
８
２
５
０
）０
７
２
２

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う
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お
知
ら
せ

ヤマハ音楽教室（満1才～成人）

ヤマハ英語教室（満1才～小学生）

ヤマハ大人の音楽教室（中学生～：東根店にて）

無
料
体
験
教
室
実
施
中

生
徒
募
集
中

㈱菅野時計店楽器部
☎55-6111 楯岡五日町

☎53-0241 さくらんぼ東根駅前

東根支店管楽器工房Brass

広
告 MURAYAMA HotNews

　地域資源の利活用や農業をはじめとする各産業の所得向上、地域の活性

化につなげるため、6次産業化を推進する市民委員を10名程度募集します。

対象　　　　　　村山市の6次産業化に興味がある個人・団体

応募方法　　　　応募用紙に必要事項を記入し、農林課へ直接提出する

か、郵送、ファックス、電子メールのいずれかの方法

でお申し込みください。

応募用紙　　　　農林課、各地域市民センターで配布するほか、市ホー

ムページからダウンロードすることもできます。

申込期限　　　　3月16日(月)

ＦＡＸ　　　　　(55)3728

メールアドレス　nourin@city.murayama.lg.jp

■問合せ／農林課6次産業係  ☎内線257

市6次産業化推進協議会  委員を募集します

　市では、軽トラックにカラフルな幌を装着し、定期市や市内外での

イベントへの出店を行う「からほろマルシェ」を実施しています。令

和2年度に参加を希望する団体は農林課まで電話、メール、ファック

スでお申し込みください。

申込期限　　　　3月13日(金)

ＦＡＸ　　　　　(55)3728

メールアドレス　nourin@city.murayama.lg.jp

■問合せ／農林課6次産業係  ☎内線257

からほろマルシェ（軽トラ産直）参加団体募集

　家庭菜園に最適な広さです。営利目的でなければ、どなたでも利用

することができます。応募者多数の場合は抽選となります。

貸付期間　　　　4月下旬～令和3年3月

区画数　　　　　27区画

貸付面積　　　　30～74平方メートル

使用料（年額）　2,090円～4,190円

申込期限　　　　3月23日(月)

■問合せ／農林課農業振興係  ☎内線252

楯岡グリーンタウンふれあい農園利用者募集

　土に親しみ、収穫の喜びを体験しませんか。

　農園管理組合の皆さんが農作業の指導をするほか、道具の貸出しも

行います。応募者多数の場合は抽選になります。

貸付期間　　　　4月下旬～令和3年3月

区画数　　　　　29区画

貸付面積　　　　50～100平方メートル

貸付料（年額）　3,000円～5,000円

申込期限　　　　3月27日(金)

■問合せ／農村文化伝承館  ☎(53)3277

最上川ふるさと農園利用者募集
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↑市ホームページ ↑ふるさとだより↑子育て支援アプリ

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

村山市の人口（2月1日現在）：23,643人　男：11,470人　女：12,173人　世帯数：8,133戸

頼義のスギ

　

市
の
北
西
部
、
富
並
川
流
域
に
広
が
る
大
高
根
地
域
は
、
多
く
の
自

然
遺
産
と
中
世
の
伝
説
に
彩
ら
れ
て
い
る
地
域
で
す
。
地
域
の
原
型
と

な
る
旧
大
高
根
村
は
、
明
治
22
年
の
市
町
村
制
施
行
と
と
も
に
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
横
山
村
と
田
沢
村
の
一
部
が
横
山
村
（
現
大
石
田

町
）
と
し
て
分
立
し
、
白
鳥
村
が
戸
沢
村
（
現
戸
沢
地
域
）
に
編
入
さ

れ
た
こ
と
で
、
現
在
の
大
高
根
地
域
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

富
並
地
区
の
北
部
に
は
向
陽
寺
の
キ
ャ
ラ
ボ
ク
と
頼
義
の
ス
ギ
が
茂

り
、
と
も
に
市
指
定
文
化
財
で
す
。
か
つ
て
葉
山
信
仰
の
参
詣
口
と
し
て

多
く
の
行
者
が
行
き
来
し
た
山
の
内
地
区
に
も
市
指
定
文
化
財
の
ユ
キ
ツ

バ
キ
が
自
生
し
て
い
る
ほ
か
、
表
面
に
七
文
字
の
経
文
が
彫
ら
れ
た
巨

岩
・
御お

だ
い
も
く
い
わ

題
目
岩
を
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

富
並
地
区
の
南
部
に
は
鬼
甲
城
趾
が
そ
び
え
、
「
鬼
甲
城
合
戦
記
」

な
ど
に
よ
る
と
、
落
浜
入
道
大
林
政
国
の
居
城
だ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

平
安
後
期
の
前
九
年
の
役
の

頃
、
朝
廷
の
将
軍
・
源
頼
義
に

よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
と
さ
れ
、

頼
義
の
ス
ギ
は
そ
の
際
の
戦
勝

記
念
に
植
え
ら
れ
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

富
並
川
と
最
上
川
が
交
わ
り
、
水
資

源
に
恵
ま
れ
た
大
高
根
地
域
で
は
、
縄

文
時
代
の
遺
跡
が
数
多
く
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
多
く
は
集
落
の
跡
で
あ
り
、

縄
文
早
期
の
山
の
内
遺
跡
か
ら
縄
文
晩

期
の
宮
ノ
前
遺
跡
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

年
代
の
遺
跡
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
富
並
川
左
岸
に
位
置
す
る
西さ
い

海か
い
ぶ
ち渕
遺
跡
は
、
東
北
地
方
で
も
珍
し
い

直
径
１
４
０
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
巨
大
な

環
状
集
落
の
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

多
種
多
様
な
土
器
も
出
土
し
、
地
域
の

拠
点
的
集
落
と
し
て
存
在
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
高
根
の
大
地
に
は

私
た
ち
の
生
活
の
原
型
が
、
確
か
な
形

と
し
て
遺
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化
係
☎
内
線

333

Vol.08 大高根地域

Pick Up文化財

鬼
おにかぶと

甲城趾

大高根の縄文遺跡群

御題目岩

西海渕遺跡からの出土品


